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量子情報を扱う物理系のうち、情報通信に使える物理系は光のみです。
そのため、様々な物理系と通信用の光を、量子情報を壊すことなく効率
的に結ぶ量子インターフェースが重要となります。我々は、単一光子波
長変換器を利用して、量子メモリーの有力候補のひとつであるルビジウ
ム原子系と通信波長帯の光を繋ぐ技術の確立に取り組んでいます。

当研究室で実証した可視域から通信波長域への単一光子波長変換器
は、世界でもトップレベルの高変換効率と低雑音特性を有しています。こ
の波長変換技術によって、量子メモリーと光通信技術の柔軟な接続が
可能になるため、これらを組み合わせた様々な量子情報プロトコルの実
証実験が今後ますます活発化することが期待されます。
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①変換効率特性 ②量子状態保持の実証

波長変換

波長変換前 波長変換後

状態忠実度
（理想的には 1、> 0.5 が必要条件）

0.97±0.01 0.93±0.04

entanglement of formation
（理想的には 1、> 0 が必要条件）

0.97±0.03 0.88±0.10

ベル不等式破れの検証
（理想的には 2√2、> 2 が必要条件）

2.73±0.02 2.62±0.09

単一光子波長変換器

ＮＴＴとの共同研究
（真空中のRb原子集団）

量子メモリー候補
Yb+ : 370 nm
Rb : 780 nm, 795 nm
Cs   : 852 nm, 895 nm
ダイヤモンド NV 中心 : 637 nm …
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可視域の光子 通信波長域の光子
（～ 1550 nm）

励起光

PPLN 導波路
（NEL 社製）


